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明治日本のアカデミズムと博物思想四「科学技術時代における新たな死生観・倫理的実践主体の創
出をめぐる世代間対話」
東北大学日本思想史研究室、
東北学院大学地域共生推進機構、
日本東アジア実学研究会、
未来共創新聞の共催。
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九月一七日、
東北学院大学土樋キ
ャンパスを会場に開催さ
れた。
・シンポジウム「科学技術
時代の倫理的実践としての〈実心
実学〉」九月一八日、東北大学川内南キャンパスを会場に開催された。
・ワークショップ「東北発の新たなリーダーシップ像を、
日韓
の歴史と未来から考える」九月一九日、東北大学川内南キャンパスを会場に開催された。
二0一六年一0月二九日・三0日の両日、
関西大学を会場とし
て開催された。
本研究室からの発表者は次の通りである。
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